
厚生労働大臣が定める掲示事項 

 

1.当院は、関東信越厚生局に届出をしている保険医療機関です。 

 

2.厚生局へ届け出た事項 

《基本診療料》 

〇電子的診療情報連携体制整備加算3 

〇時間外対応体制加算1 

《特掲診療料》 

〇CT撮影及びMRI撮影 

〇酸素の購入単価 

 

3.明細書発行体制について 

 当院では、医療の透明化や患者様への情報提供を積極的に推進していく観点から、領収書発行の際に、個別の診療報酬の算定項目の分かる明

細書を無料で発行しております。 

明細書には、使用した薬剤の名称や行われた検査の名称が記載されております。その点をご理解いただき、ご家族の方が代理で会計を行う場合、

代理の方への発行も含めて明細書の発行を希望されない方は、会計窓口にその旨お申し出ください。 

 

4.保険外負担に関する事項等 

〇診断書 5500円 診断書（英語）11000円 

〇画像出力（CD-R・1枚につき）500円 

 

5.保険外併用療養費 

長期収載品の選定療養について 

後発医薬品がある先発医薬品（いわゆる長期収載品）について、患者様のご希望により先発医薬品を選択される場合、選定療養として特別の料

金が発生する場合があります。 

特別の料金は、令和８年６月から先発医薬品と後発医薬品の価格差の２分の１相当です。 

医療上の必要があると医師が判断した場合や、後発医薬品の提供が困難な場合などは、選定療養の対象外となることがあります。 

 

6.長期処方・リフィル処方せんについて 

 当院では患者様の状態に応じ、28日以上の長期処方、リフィル処方箋の交付いずれも対応可能です。なお、長期処方やリフィル処方箋の交付

が対応可能かは病状に応じて医師が判断いたします。 

 

 



7.一般名処方加算について 

 当院では、後発医薬品の使用促進を図るとともに、医薬品の安定供給に向けた取り組み等を実施しております。後発医薬品のある医薬品につい

て、特定の医薬品名を指定するのではなく、薬剤の成分をもとにした一般名処方（有効成分の名称による処方）を行う場合があります。一般名処

方によって特定の医薬品の供給が不足した場合であっても、患者様に必要な医薬品が提供衣しやすくなります。 

 

8.電子的診療情報連携体制整備加算について 

 当院は、電子的診療情報連携体制整備加算について以下の通り対応を行っております。 

 ・医師等が診療を実施する診察室等において、オンライン資格確認等システムにより取得した診療情報等を活用して診療を実施しております 

・マイナ保険証を促進する等、医療DXを通じて質の高い医療を提供できるよう取り組んでおります 

・算定した診療報酬の区分・項目の名称及び点数又は金額を記載した詳細な明細書を患者様に無料で交付しております。 

 


